


当社では多種多様なサービスの提供とネットワーク運営の効率化及びコスト削減を目指しているところですが、
他事業者様への影響等を考慮するとこれらの計画を早期の段階から通知する必要があります。そこで、他事業
者様との円滑な加入者交換機接続の実現、事業者間の効率的な設備構築推進を目的とし、当社のネットワーク
の構造改革等に伴う設備導入計画提示方法について、当社と相互接続を実施している他事業者様と整理を図り、
平成10年11月に「NTT設備導入計画提示マニュアル」を発行いたしました。
ここでは本マニュアルの中から基本的考え方、提示情報等について抜粋して掲載しております。







（注）NTT東日本の接続箇所（POI）の変更とは、接続対象ユニットが変更になることをいいます。





他事業者様が設備構築に必要な情報（年間情報）をXー1年度7月とXー1年度1月に提示いたします。
○年間情報（X年度上期）：Xー1年度7月に提示
○年間情報（X年度下期）：Xー1年度1月に提示
○随時情報：変更の都度随時提示（年間情報の修正版）

（注1）計画端子数はS＋12ヶ月分を見込んだものです。
（注2）対象交換機が接続（帰属）する交換機の情報
（注3）対象交換機へ巻取られる局番が収容されていた元の交換機の情報



他事業者様がトランスレータの展開等ルーチングに必要な情報（局番情報）をSー6ヶ月とSー1ヶ月に提示
します。
○Sー6ヶ月の局番情報では、「異動日時」情報として「サービス開始月旬」、「収容局番」情報として
「新規展開番号」を提示します。
○Sー1ヶ月の局番情報では、「異動日時」情報として「サービス開始日時」を提示します。 ￥



当社の設備導入計画は、需要動向によるところが大きく、早期に計画確定を行うことは困難です。このため、
各情報の提示後に計画の変更が生じる場合があります。この場合、他事業者様の設備計画にも影響がある場合
があるため、その都度「随時情報」にて通知させていただきます。


